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本書のいかなる部分も、VIA Technologies, Inc. の書面による事前の許可なく、電子的、機械的、磁気的、光学的、化学的、手動
などのいかなる形式または手段によっても、複製、送信、転写、検索システムでの保存、またはいかなる言語への翻訳を行うこと
を禁じます。

商標

すべての商標はそれぞれの所有者に帰属します。 

免責事項

VIA Technologies の特許または特許権に基づくライセンスは、黙示的であるか否かにかかわらず、一切許諾されるものではありませ
ん。VIA Technologies は、本書および本書に記載された製品について、黙示的であるか否かにかかわらず、いかなる保証も行いません。
本書に記載された情報は、本書の発行日時点において正確かつ信頼できると考えられるものです。ただし、VIA Technologies は、
本書の情報の使用または誤用（追加機器／装置／アドオンカードの使用または接続を含む）、および本書の使用に起因する特許侵
害について、一切責任を負いません。本書に含まれる情報および製品仕様は、予告なくいつでも変更されることがあり、それらの変
更を何人にも通知する義務を負いません。

VIA Technologies, Inc. は、本書に記載された製品を予告なくいつでも変更する権利を有します。

規制準拠

FCC-A 無線周波数干渉に関する声明

本装置は、FCC 規則パート 15 に従ったクラス A デジタル装置に関する制限に準拠していることが、試験により確認されています。こ
れらの制限は、本装置が商用環境で使用された場合に、有害な干渉から適切に保護することを目的として設計されています。本装
置は、無線周波数エネルギーを発生、使用、放射することがあり、取扱説明書に従って取り付けまたは使用しない場合、無線通信
に有害な干渉を引き起こす場合があります。本装置を住宅地で使用すると、有害な干渉を引き起こす可能性があります。その場合、ユー
ザーは個人負担で干渉を是正する必要があります。

通知 1

準拠性に責任を負う当事者による明示的な許可なく変更または改変を行うと、本装置を使用するユーザーの権利が無効になること
があります。

通知 2

排出規制を遵守するためには、シールド付きインターフェイスケーブルおよび AC 電源コード（ある場合）を使用する必要があります。

通知 3

本書に記載されている製品は、一般的な使用を目的として設計されており、VIA Technologies は、製品の非互換性から生じる紛争
または損害に対して一切責任を負いません。互換性の問題については、ご注文の前に、お近くの販売代理店にご確認ください。
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安全上の注意事項
•	 この安全上の注意事項をよくお読みください。

•	 本書はいつでも参照できるように保管してください。

•	 本装置のすべての注意事項および警告を必ず守ってください。

•	 湿度の高い場所に本装置を置かないでください。

•	 本装置をセットアップする前に、安定した平らな場所に置いてください。

•	 車両電源に接続する場合、接続前に電源の電圧が9～36Vであることを確認してくださ
い。

•	 屋内電源に接続する場合、電源コンセントに本装置を接続する前に、電源の電圧を確認
し、110/220Vに調整してください。

•	 人が踏みつけるような場所に電源コードを配置しないでください。

•	 アドオンカードやモジュールを挿入する前に、必ず電源コードを抜いてください。

•	 以下のいずれかの状況が発生した場合、正規のサービス担当者により本装置の点検を
受けてください。

	− 電源コードまたはプラグが破損している。

	− 本装置の中に液体が入った。 

	− 本装置に水分が付着した。

	− 本装置に不具合がある、またはユーザーマニュアルに従って操作しても、正しく動作
しない。

	− 本装置を落下させ、破損させた。

	− 本装置に明らかな故障の兆候がある。

•	 本装置を極端な温度や70℃（158°F）以上の保管場所に置かないでください。本装置が
破損する可能性があります。

•	 本装置を直射日光の当たる場所に置かないでください。

•	 開口部に液体をかけないでください。液体が入ると破損や感電の原因となります。

•	 電源コードの上には何も置かないでください。

•	 通風孔を塞がないでください。筐体の開口部は、本装置の過熱を防ぎます。
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パッケージ内容
•	 VIA Mobile360 M800システム

•	 FOV 60.8° フロントADAS AHDカメラ（マウントブラケット、3Mテープ、スクリューパック
（3mケーブル）付き）

•	 FOV 113° DSS AHDカメラ（マウントブラケット、3Mテープ、スクリューパック（3mケーブ
ル）付き）

•	 ADASディスプレイ

•	 9～36V J1939およびACC/IGN電源ケーブル（3mケーブル）

•	 ACCブレットプラグ対標準、マイクロ、ロープロファイル、ミニブレードヒューズホルダー
ケーブルおよびヒューズ

•	 フロントパネルカバー（ゴムシール、スクリューパック、六角レンチ付き）

•	 Wi-Fi/GPSアンテナモジュール（3mケーブル）

•	 ANT-DおよびANT-Mアンテナ、DIO、CAN/COM、CAM3、LANポート用I/Oポートキャップ

•	 32GB MicroSDカード

•	 防振ストリップ x 2

•	 M5*25mmモリーボルト x 4		  	
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注文情報

部品番号 説明
M360-M800-6D1A20 1.2GHz ARM Cortex-A7デュアルコアSoC、1GB DDR3 SDRAM、DIO、CAN/COM、ディ

スプレイ出力（ADASディスプレイ用）、10/100 Mbpsイーサネット、3AHDカメラ入力、-
Wi-Fi、Bluetooth 5.0、GPS、microSIMカードスロット、microSDカードスロット、9～36V 
DC入力（ACC/IGN対応）搭載のファンレスモバイルシステム

オプションアクセサリ

ワイヤレスモジュールオプション

部品番号 説明
M360-LTE3-Q1APA2 4G LTEモバイルブロードバンド対応フルサイズminiPCIeモジュール（アンテナパック、

サーマルパッド、スクリューパック付き。APAC地域向け）
M360-LTE3-Q2CNA2 4G LTEモバイルブロードバンド対応フルサイズminiPCIeモジュール（アンテナパック、

サーマルパッド、スクリューパック付き。中国向け）
M360-LTE3-Q1EUA2 4G LTEモバイルブロードバンド対応フルサイズminiPCIeモジュール（アンテナパック、

サーマルパッド、スクリューパック付き。EU向け）

M360-LTE3-Q1JPA2 4G LTEモバイルブロードバンド対応フルサイズminiPCIeモジュール（アンテナパック、
サーマルパッド、スクリューパック付き。日本向け）

M360-LTE3-Q1USA2 4G LTEモバイルブロードバンド対応フルサイズminiPCIeモジュール（アンテナ、サーマ
ルパッド、スクリューパック付き。米国向け）

ケーブルオプション

部品番号 説明
M360-M800-2C00A0 M12 5ピン電源コネクタ、CANバス - OBD IIコネクタ、ACC - ブレットプラグケーブル
M360-M800-3C00A0 M12 8ピンコネクタ - メス型イーサネットコネクタケーブル
M360-MX00-2C00A0 M12 8ピンコネクタ - 12V DC出力、CANバス、RS-232コネクタケーブル（RS-232のTX/

RXをサポート）

M360-MX00-3C00A0 2メートルカメラ用延長ケーブル

センサーオプション

部品番号 説明
M360-SBS-1S0030 ワイヤレス車両シートベルトセンサー

開発オプション

部品番号 説明
M360-M800-1D00A0 デバッグボード、M12 12ピンコネクタ - デバッグボードケーブル、M12 5ピンコネクタ – 

電源入力／CANバス　テスト用コネクタケーブル
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1.	 製品概要
VIA Mobile360 M800ビデオテレマティクスシステムを搭載することで、バス、トラック、その他
商用大型車両の車両効率とドライバーの安全性を向上させることができます。最先端のAIを活
用した事故防止機能と高度なドライバー安全システム機能を組み合わせ、あらゆるサイズの商
用車に簡単に搭載できる柔軟性と信頼性に優れた超小型システムです。VIA Mobile360 M800
システムは、ADASカメラによりFCW（前方衝突警報）およびLDW（車線逸脱警報）をサポート
し、DSS（ドライバー安全システム）カメラによりドライバーの疲労、注意力の低下、スマートフォ
ンの使用および喫煙を検出することができます。

また、CANバスに対応しているため、速度、距離、アイドリング時間、燃料消費量などの豊富な車
両使用状況データを収集・分析することで、車両の効率と安全性を最適化する機会の特定を支
援します。9～36VのDC入力電源により、J1939またはOBD II接続で車載電力供給が可能です。

この軽量で小型の装置はさらに、1GB DDR3 DRAM、512MB SPIフラッシュメモリ、6軸Gセンサ
ー、MicroSDカードスロット、Micro SIMカードスロットなどのその他の機能を搭載しています。

1.1	 主な特長

1.1.1	 コンパクトで堅牢なシャーシで高性能を実現
1.2GHz ARM Cortex-A7デュアルコアSoCおよび統合されたディープラーニングアクセラレータ
を搭載したVIA Mobile360 M800システムは、最も要求の厳しい道路条件でも信頼性の高い動
作を保証するように設計された超小型IP67規格準拠のエンクロージャで、高性能を実現してい
ます。堅牢かつコンパクトなシャーシ設計により、スペースに制約のある環境でも取り付けが可
能であると同時に、最大限の信頼性を確約することができます。

1.1.2	 多様なI/Oオプション
VIA Mobile360 M800システムは、3つのAHDカメラ入力ポート、ADASディスプレイポート、1つ
のCOM/CANバスポート、1つのデジタルI/Oポート、1つのMicro SDカードスロット、4つのアンテ
ナコネクタを含む、幅広いI/Oオプションを装備しています。

1.1.3	 ネットワーキングサポート
VIA Mobile360 M800システムは、GPS、Wi-FiおよびBT 5.0をサポートするだけでなく、LANポー
トも装備しており、miniPCIeスロットによりオプションの4Gワイヤレスモジュールにも対応でき
ます。 
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1.1.4	 1080pドライバー補助カメラ
VIA Mobile360 M800システムは、IP67規格準拠のFOV 60.8° 1080p ADASカメラと、IP67規
格準拠のFOV 113° 1080p DSSカメラを搭載しており、鮮明なHDビデオ映像を撮影してVIA 
Mobile360 M800システムに送信し、処理することができます。ビデオ映像には、一般的な道路
状況およびドライバーのデータが含まれます。

1.1.5	 クラウド統合
VIA Mobile360 M800システムは、VIA Fleet SDK、EVKおよびBSPパッケージの包括的なスイー
トを通じて最適化されており、エッジからクラウドへの迅速な展開を実現します。VIA Fleet AWS 
Cloud SDKおよびVIA Fleet Cloud Management Portalは、AWSアプリケーションとサービス
の統合を加速します。

注意：
VIA Mobile360 M800 EVK（評価キット）の一部として、30日間のVIA Fleet Cloud Management Portalのデ
モが含まれています。このデモでは、無制限の車両追跡、衝突警報ビデオの表示、50時間のAmazon KVSストリ
ーミングが可能です。

1.1.6	 システム - サーバー間の展開をサポート
車両に搭載されている既存のテレマティクスデバイスとの統合を容易にするために、VIA 
Mobile360 M800システムは統合イーサネットコネクタを装備しています。VIA Mobile360 
M800システムのLANポートを使用して、車両に搭載された既存のテレマティックスデバイスへの
ビデオとデータのストリーミングが可能です。 

1.1.7	 カスタマイズ
豊富なソフトウェア開発およびクラウド統合環境と、最新のビデオ、ワイヤレスおよびCANバス機
能を組み合わせたVIA Mobile360 M800システムは、特定の展開要件を満たすようにカスタマ
イズが可能な汎用性の高いソリューションを提供します。カスタマイズサービスの詳細について
は、当社までお問い合わせください。

1.2	 製品仕様
プロセッサ

•	 1.2 GHz ARM Cortex-A7デュアルコアSoC（ディープラーニングアクセラレータ搭載）

システムメモリ

•	 1 GB DDR3 SDRAM



 

VIA Mobile360 M800ユーザーマニュアル

3

ストレージ

•	 512 MB SPI NANDフラッシュROM

•	 1 MicroSDカードスロット

LAN

•	 10/100Mbpsイーサネットコントローラ

ワイヤレス接続

•	 1 GPS/Beidouモジュール

•	 1 Wi-Fi 802.11b/g/n/acおよびBluetooth 5.0モジュール

センサー

•	 16軸IMU

拡張I/O

•	 1 MiniPCIeスロット（4Gモジュール用）

フロントパネルI/O

•	 1 M12ディスプレイアビオニクスコネクタ（マイクとスピーカーを含むADASディスプレイ
用）

•	 1 M12 DIOアビオニクスコネクタ（デバッグ用TX/RXとGPIO）

•	 1 M12 CAN/COMアビオニクスコネクタ（RS-232のTX/RXをサポート）

•	 1 M12 LANアビオニクスコネクタ（10/100Mbpsイーサネット）

•	 1 Micro SIMカードスロット

•	 1 MicroSDカードスロット（最大512GB）

•	 1 電源LED

•	 1 リセットボタン

バックパネルI/O

•	 3 M12 AHDカメラアビオニクスコネクタ

•	 1 M12 9～36V、ACC/IGNアビオニクスコネクタ付きCAN（OBDII/J1939プロトコルをサ
ポート）

•	 4 アンテナコネクタ（4G x 2、Wi-Fi/BT、GPS）

電源

•	 9～36V DC入力（ACC/IGN対応）



 

VIA Mobile360 M800ユーザーマニュアル

4

オペレーティングシステム

•	 組み込みLinux

動作温度

•	 -20℃～70℃

保管温度

•	 -30°C～70℃

動作湿度

•	 0～95%（結露しないこと）

動作時振動負荷

•	 ISO-16750-3 Test VII準拠

動作時衝撃

•	 ISO-16750-3 Test VII準拠

機械構造

•	  アルミ合金製上部カバー

•	 金属製シャーシハウジング

寸法

•	 178mm（幅）x 53.8mm（高さ）x 194.6mm（奥行）（7.01" x 2.12" x 7.66"）

重量

•	 1.43kg (3.15lbs)

IP規格

•	 IP67

対応規格

•	 CE, FCC, BSMI, NCC, TELEC, SRRC, CTA, UKCA

注意：
仕様に記載されている動作温度は、試験室内での試験結果であり、多くの変数がこの結果に影響を与える可能
性があります。実際の状況や環境により、動作温度が変化する可能性があることにご注意ください。システムを
構築する際には、信頼できるテストプログラムを実行し、すべての変数を考慮することが強く推奨されます。アプ
リケーションの観点から、システムが必要な動作温度で安定していることを確認してください。
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1.3	 システムレイアウト

リセットボタン

電源 LED

防水カバー MicroSD カードスロット

Micro SIM カードスロット

DIO ポート

DISP ポート

LAN ポート

CAN/COM ポート

    

図 01:	 フロントパネル外部I/Oレイアウト

PWR/CAN/ACC ポート

アンテナコネクタ

AHD カメラ入力ポート

 

図 02:	 リアパネルの外部I/Oレイアウト
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miniPCIe スロット用の取り外し可能な底面パネル

図 03:	 底面パネルの外部I/Oレイアウト

1.4	 システム寸法

��.�� mm

���.�� 
mm

���.�� mm

���.��
mm 

図 04:	 システム寸法 
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2.	 外部I/Oピンの説明と機能
VIA Mobile360 M800ビデオテレマティクスシステムは、よく使用されるポートを含む幅広いI/O
インタフェースを備えています。

2.1	 MicroSDカードスロット
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルにMicroSDカードスロットが搭載されてお
り、ストレージ容量512GBまでのMicroSDカードに対応しています。MicroSDカードスロットのピ
ン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 SD_DAT2
2 SD_DAT3
3 SD_CMD
4 VDD
5 SD_CLK
6 GND
7 SD_DAT0
8 SD_DAT1

1

図 05:	 MicroSDカードスロット図

表 01:	 MicroSDカードスロットのピン配列
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2.2	 Micro SIMカードスロット
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルにMicro SIMカードスロットが搭載されてお
り、4G Micro SIMカード (別売)。Micro SIMカードスロットのピン配列は以下のとおりです。

注意：
VIA Mobile360 M800でMicro SIMカードを使用するには、miniPCIeスロットに4Gモジュールを取り付け、4G
機能を有効にする必要があります。Micro SIMカードスロットは、オプションの4G LTEワイヤレスモジュール用
に設計されています。

ピン 信号 
1 VSIM_VCC
2 GND
3 VSIM_RST
4 VSIM_VCC
5 VSIM_CLK
6 VSIM_DATA
7 GND
8 NC

8

1

図 06:	 Micro SIMカードスロット図

表 02:	 Micro SIMカードスロットのピン配列

2.3	 DISPポート
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルに青色で示された8ピンディスプレイ

（DISP）ポートが搭載されており、VIA Mobile360 ADASディスプレイアクセサリに対応していま
す。DISPポートのピン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 12V DC-Out
2 5V DC-Out
3 GND
4 USB+ (for audio)
5 USB- (for audio)
6 GPO3
7 GPO4
8 GND

 8

2

17

34

5

6

図 07:	 DISPポート図 

表 03:	 DISPポートのピン配列
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2.4	 CAN/COMポート
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルに緑色で示された8ピンCAN/COMポートが
搭載されており、CANバス、RS-232 TX/RX COM接続および接地経路付き12V DC出力に対応し
ています。CAN/COMポートのピン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 12V DC-Out
2-3 NC
4 CAN1 L
5 CAN1 H
6 RS-232 RX
7 RS-232 TX
8 GND

182

73

4 5 6

図 08:	 CAN/COMポート図

表 04:	 CAN/COMポートのピン配列

2.5	 DIOポート
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルにオレンジ色で示された12ピンDIO（デジタ
ル入出力）ポートが搭載されています。DIOポートはGPIO（5GPIおよび2GPO）、UART TX/RX接
続および12V DC出力と接地経路用にデジタルI/O通信インタフェースを提供します。DIOポート
のピン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 12V DC-Out
2 GPI3
3 GPI5
4 GPI6
5 GPO1
6 GPO2
7 GND
8 GPI1
9 GPI2
10 GND
11 TX (Debug)
12 RX (Debug)

10

12

11

5
6

7

34 2

8 9 1

図 09:	 DIOポート図

表 05:	 DIOポートのピン配列
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2.6	 LANポート
VIA Mobile360 M800システムには、フロントパネルに黄色で示された8ピンLANポートが搭載
されています。LANポートは、VIA Mobile360 M800からサーバーSDKおよびカスタム実装に必
要なネットワーク接続用にI/Oインターフェースを提供します。LANポートのピン配列は以下のと
おりです。

ピン 信号 
1 TX-P
2 TX-N
3 RX-P
4-5 75Ω to GND
6 RX-N
7-8 75Ω to GND

182

73

654

図 10:	 LANポート図

表 06:	 LANポートのピン配列

2.7	 CAMポート
VIA Mobile360 M800システムには、リアパネルに3つの4ピンCAM（カメラ）ポートが搭載されて
います。カメラポートは以下の用途に使用することが意図されています。

•	 白で示されたCAM1：フロントADASカメラ

•	 青で示されたCAM2：DSSカメラ

•	 黒で示されたCAM3：予備

CAMポートのピン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 12V DC-Out
2 AHD IN
3 NC
4 GND

3

4

2

1

図 11:	 CAMポート図

表 07:	 CAMポートのピン配列
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2.8	 PWR/CANポート
VIA Mobile360 M800システムには、リアパネルに赤色で示された5ピンPWR/CANポートが搭
載されています。PWR/CANポートは、VIA Mobile360 M800システムへの電力供給、車両ACC信
号およびCANバス情報の提供に使用される、J1939またはオプションのOBD IIケーブルに対応
しています。PWR/CANポートのピン配列は以下のとおりです。

ピン 信号 
1 DC-IN
2 ACC/IGN
3 CAN0 L
4 CAN0 H
5 GND

5

1

23

4

図 12:	 PWR/CANポート図

表 08:	 PWR/CANポートのピン配列
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2.9	 アンテナコネクタ
VIA Mobile360 M800システムには、リアパネルに4つのアンテナコネクタが搭載されています。
色分けされたアンテナコネクタの定義は以下のとおりです。

	− ANT-M（ダークレッド）：4G LTE MAINアンテナコネクタ

	− ANT-D（ブラウン）：4G LTE DIVアンテナコネクタ

	− Wi-Fi /BT（ダークブルー）：Wi-Fi/Bluetoothアンテナコネクタ

	− GPS（ダークグリーン）：GPSアンテナコネクタ

アンテナコネクタのポート図は以下のとおりです。

図 13:	 アンテナコネクタ図

注意：
オプションの4G LTE miniPCIeモジュールを使用する場合は、最適な信号受信のために、付属の4G LTEアンテ
ナモジュールをVIA Mobile360 M800システムに接続することが推奨されます。
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3.	 ハードウェアの取り付け

3.1	 MicroSDカードの挿入
VIA Mobile360 M800システムの標準パッケージでは、32GBのMicroSDカードが提供されま
す。VIA Mobile360 M800システムでは、ストレージ容量が512GBまでのMicroSDカードがサポ
ートされています。

注意：
MicroSDカードがなくてもシステムの動作に影響はありませんが、ビデオの保存はできません。

以下の手順に従い、MicroSDカードをVIA Mobile360 M800システムに挿入します。

1.	 必要なストレージ容量のMicroSDカードを用意し、exFATファイルシステムでフォーマット
されていることを確認します。

2.	 VIA Mobile360 M800システムのフロントパネルにあるMicroSDカードスロットを見つけ
ます。MicroSDカードが上向きであることを確認し、爪やピンを使用してMicroSDカード
をゆっくりと挿入し、完全に挿入されたことを示す「カチッ」という音が聞こえるまで押し
込みます。

注意：
MicroSDカードを取り外すには、爪やピンを使用して「カチッ」という音がするまで押します。その後、カードを取
り出すことができます。

図 14:	 MicroSDカードの挿入



 

VIA Mobile360 M800ユーザーマニュアル

14

3.2	 防水カバーの固定
VIA Mobile360 M800の標準パッケージには、RSTボタン、PWR LED、MicroSDスロット、Micro 
SIMスロットを密閉／保護するための、ゴムシール、スクリューパック、六角レンチ付きフロントパ
ネル防水カバーが付属しています。 

図 15:	 フロントパネル防水カバー（ゴムシール、スクリューパック、六角レンチ付き）

以下の手順に従い、フロントパネルのMicroSDとSIMカードスロット用防水カバーを固定しま
す。

1.	 ゴムシールの平らな面を透明プラスチックカバーの溝に挿入します。

2.	 MicroSDとSIMカードスロットの上にカバーを配置し、ネジ穴を合わせ、ゴム栓が
MicroSDとMicro SIMカードスロットにしっかりと密着していることを確認します。

3.	 6本のネジを締め、カバーをシステムに固定します。

図 16:	 VIA Mobile360 M800システムのフロントパネルの固定

注意：
オプションの4G LTEワイヤレスネットワークモジュールを使用する場合は、付録B.1を参照し、防水カバーを取
り付ける前に、必ずMicro SIMカード (別売) をMicro SIMカードスロットに挿入してください。
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3.3	 防振ストリップの取り付け
VIA Mobile360 M800システムの標準パッケージには、対象車両運用時の振動からシステムを
保護するために、2枚の防振ストリップが付属しています。 

図 17:	 防振ストリップ

以下の手順に従い、2枚の防振ストリップを取り付けます。

1.	 平らな面にVIA Mobile360 M800システムを上下逆に置き、システム底面の埃やゴミを取
り除きます。

2.	 1つの防振ストリップの裏面から3M両面テープを剥がし、ネジ穴の切り込みをシステムに
合わせ、システムの側部に沿って配置します。

3.	 もう片方の防振ストリップについても、システムの反対側で同じ作業を繰り返します。 

4.	 ストリップがシステムにしっかりと固定されていることを確認します。

 

図 18:	 防振ストリップの取り付け
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3.4	 VIA Mobile360 M800システムの取り付け
VIA Mobile360 M800システムを対象車両に取り付ける前に、以下の基準に従い、適切な位置
を決める必要があります。

•	 システム筐体の収容と、ケーブルの取り付けのための十分なスペースがある平らな面。
推奨されるスペースは、218mm（幅）x 70mm（高さ）x 327mm（奥行）（7.87" x 2.76" x 
13.78"）です。

•	 適切に動作するよう、システムの周囲の通気性を確保できる場所である必要がありま
す。

•	 通常の使用条件下で、振動や急停止、急発進によってシステムが落下したり、移動したり
することがないように、付属のM5×25mmモリーボルト4本を支えるための穴を開けら
れるか、3M VHB両面テープGPH-160GF（別売）を適切に接着できるような表面である
必要があります。

•	 アクセサリの取り付け位置からシステムまで安全に配線できるように、システムを車内
に設置します。

図 19:	 推奨される取り付けスペース要件
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3.5	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナの取り付け
VIA Mobile360 M800システムのWi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールには、2本の延長ケーブルが
付属しており、車内で適切に配置できるようになっています。

図 20:	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールと延長ケーブル

以下の手順に従い、Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールを対象車両に取り付けます。

1.	 対象車両内で、Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールを固定できる平らな面を備えた適切な
場所を見つけます。

注意：
GPSの受信を最適化できるよう、車内の高い位置の窓際に配置することが推奨されます。

2.	 取り付け箇所の表面の汚れやゴミをアルコールで拭き取ります。

3.	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールの下にある3Mテープ保護シールを剥がし、取り付け
箇所の表面に貼り付けます。しっかりと押して、確実に接着します。 

注意：
「3M™ VHB™テープユニバーサルプライマーUV」を使用し、接着強度を高めることが推奨されます。

図 21:	 3Mテープ保護シールを剥がす
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4.	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールの対応する色のケーブルに延長ケーブルを接続しま
す。

図 22:	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールと延長ケーブルの接続

5.	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナ延長ケーブルをVIA Mobile360 M800システムのリアパネルにあ
る、対応する色のアンテナコネクタに接続します。

図 23:	 Wi-Fi/BT/GPSアンテナモジュールの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。
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3.6	 フロントADASカメラの取り付け
フロントADASカメラは、VIA Mobile360 M800のパッケージの一部としてラベル付きの箱に入っ
ており、3M両面テープが貼られています。カメラ角度の調整と固定にはL型のレンチも含まれて
います。

図 24:	 フロントADASカメラ

以下の手順に従い、フロントADASカメラを対象車両に取り付けます。

1.	 フロントADASカメラの取り付けに適した位置を特定します。ドライバーの視界を妨げな
い、フロントガラス中央にできるだけ近い位置に取り付けます。

2.	 取り付け箇所の表面の汚れやゴミをしっかりとアルコールで拭き取ります。3Mテープの
保護シールを剥がし、取り付け箇所の表面上にカメラを慎重に配置します（マウントプ
レートをカメラの上方に配置する必要があります）。しっかりと押して、完全に接着します。

注意：
「3M™ VHB™テープユニバーサルプライマーUV」を使用し、接着強度を高めることが推奨されます。

図 25:	 フロントADASカメラの取り付け
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3.	 ADASカメラのケーブルをVIA Mobile360 M800システムへと配線し、リアパネルにある白
で示されたCAMポート（CAM1）に接続します。

図 26:	 ADASカメラの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー 

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。
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4.	 フロントADASカメラは、以下のように調整することができます。

ステップ1

提供された L 型レンチの短い端を左側パネルのネジに挿入し、L 型レンチを優しく回して、カメラ
角度の調整をできるためにネジを緩めます。

ステップ2

 次に、L 型レンチの長い端を右側パネルの穴に挿入し、L 型レンチを時計回りまたは反時計回り
に優しく回して、カメラの角度を調整します。カメラは地面と平行で、フロントガラスにできるだけ
近い位置に配置されることを推奨します。 

ステップ3

最後に、L 型レンチの短い端を左側パネルのネジに挿入し、L 型レンチを優しく回してネジを締め
ます。カメラの角度が固定されました。

図 27:	 フロントADASカメラの角度調整
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3.7	 DSSカメラの取り付け
DSSカメラは、VIA Mobile360 M800のパッケージの一部としてラベル付きの箱に入っており、
取り付けブラケットと事前に組み立てられています。より安全な取り付けが必要な場合に備え
て、3M両面テープの一片と、L型のレンチとM5*10mmのネジ4本を含むネジパックも同梱され
ています。

図 28:	 DSSカメラ（３Mテープとスクリューパック付き）

以下の手順に従い、DSSカメラを対象車両に取り付けます。

1.	 対象車両内で、DSSカメラを取り付けられる平らな面を備え、ドライバーの顔を正面から
撮影できる適切な場所を見つけます（詳しい取り付け条件については、VIA Mobile360 
M800クイックスタートガイドを参照してください）。穴あけオプションを使用する場合、取
り付け箇所の表面の下に付属のM5×10mmネジ4本を挿入する十分な深さがあること
を確認します。

2.	 取り付け箇所の表面を整え、カメラを取り付けます。

	− 3Mテープを使用する場合、取り付け箇所の表面の汚れやゴミをアルコールでしっか
りと拭き取ります。3Mテープの保護シールを剥がし、取り付け箇所の表面上にカメラ
マウントを慎重に配置します。しっかりと押して、完全に接着します。 

注意：
「3M™ VHB™テープユニバーサルプライマーUV」を使用し、接着強度を高めることが推奨されます。

図 29:	 3Mテープを使用したDSSカメラの取り付け
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	− 穴あけオプションを使用する場合、DSSカメラマウントの長方形のプレートを取り付
け箇所の表面に配置し、プレート上のネジ穴の位置に印をつけます。印をつけた位置
にドリルで穴を開けます。プレート上のネジ穴を取り付け箇所の表面のドリル穴に合
わせます。M5×10mmのネジ4本を使用して、しっかりと固定します。

図 30:	 穴あけによる取り付け箇所の表面へのDSSカメラの取り付け

3.	 DSSカメラのケーブルをVIA Mobile360 M800システムへと配線し、リアパネルの青で示
されたCAMポート（CAM2）に接続します。

図 31:	 DSSカメラの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。
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4.	 DSSカメラの位置調整は以下のように行えます：

	− 提供されたL型のレンチをボールヘッドネジに挿入し、反時計回りに回して緩め、その
後、カメラと底板を希望の位置に回転または旋回させます。正しく配置されたら、ボー
ルヘッドネジを時計回りに回して締めます。

	− カメラブラケットのネジをフィリップスヘッドのドライバーで緩め、希望の位置になる
ようカメラモジュールを上下に調整します。正しく配置されたら、カメラブラケットの
ネジをプラスドライバーで締めます。

図 32:	 DSSカメラの調整
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3.8	 ADASディスプレイ 
ADASディスプレイアクセサリは、VIA Mobile360 M800のAIアラートに対応した音声および視覚
アラートのほか、エコーキャンセリングマイク、ドライバーアラートの作成や双方向通話の要求に
使用する多機能ボタンを提供します。このデバイスは、3M両面テープが貼付されたマウントブラ
ケットであらかじめ組み立てられています。 

図 33:	 ADASディスプレイアクセサリ

ADASディスプレイには、LEDパネル、エコーキャンセリングマイクアレイ、2Wスピーカー、ドライ
バーアラート／双方向通話ボタンが搭載されています。ドライバーアラート／双方向通話ボタン
は、短く押すと両方のカメラのドライバーアラートビデオ（前10秒、後X秒）を記録します。また、こ
のボタンを3秒以上押すとアラートメッセージを作成し、双方向通話をリクエストすることができ
ます。 

マイクアレイ

ドライバーアラート／
双方向通話ボタン

LED パネル スピーカー

図 34:	 ADASディスプレイフロント／リアパネルI/O
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3.8.1	 LEDパネル
また、ADASディスプレイのLEDパネルには、下図に示すように、前方衝突警報（FCW）や車線逸
脱警報（LDW）のアラート表示や、システムの状態を示すインジケーターが搭載されています。

FCW - 人

FCW - 車両

TTC（衝突までの時間）

FCW クリティカル

LDW（左／右）

BSD（左／右）

システムステータス

図 35:	 ADASディスプレイの視覚アラートアイコン

注意：
死角検知（BSD）アラートは、標準のVIA Mobile360 M800システム構成では利用できません。

前方衝突警報の視覚アラート

FCW - 検出 FCW - 警告

FCW - クリティカル

•	 FCW - 検出 - TTCが2.7秒以下の場合、緑色の
LED（車両または人）が点灯し、TTCが表示され
ます。

•	 FCW - 警告 - TTCが定義されたFCW警告時間
内の場合、赤色のLED（車両または人）が点灯
します。

•	 FCW - クリティカル - TTCがFCWの最小警告時
間未満の場合、赤色のLED（車両または人）が
点灯し、外側の赤い円が3Hzで点滅します。
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車線逸脱警報の視覚アラート

LDW - 左 LDW - 右

•	 LDW - 検出 - LDW（左／右）が検出され
ると、白色のLDW LEDが点灯します。

システムステータスLED

VIA Mobile360 M800システムのADASディスプレイアクセサリは、フロントパネルに3つのLEDイ
ンジケーターを搭載しており、さまざまな状況下でシステムの状態を表示します。

デバイス起動

MCUアップグレード中

センサー／GPSエラー

モバイルネットワーク起動

マイクエラー記録エラーホットスポット起動

SDカードエラー記録中

FWアップグレード中

図 36:	 システムステータスLED
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•	  デバイス起動 - 3つのLEDがすべて1Hzで点滅 

•	 記録中 - 緑色のLEDが点灯

•	 SDエラー - 赤色と黄色のLEDが1Hzで点滅

•	  ホットスポット起動 - 黄色のLEDが1Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

•	 記録エラー - 赤色と黄色のLEDが点灯

•	 マイクエラー - 赤色のLEDが1Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

•	 モバイルネットワーク起動 - 赤色のLEDが10Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

•	  ファームウェアアップグレード中 - 赤色のLEDが2Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

•	  センサー／GPSエラー - 赤色と黄色のLEDが1Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

•	 MCUアップグレード中 - 赤色のLEDが2Hzで点滅し、緑色のLEDが点灯

3.8.2	 ADASディスプレイの取り付け
以下の手順に従い、ADASディスプレイを対象車両に取り付けます。

1.	 運転席付近の視界を妨げない適切な位置を特定します。

2.	 取り付け箇所の表面の汚れやゴミをしっかりとアルコールで拭き取ります。マウントブラ
ケット下の3Mテープの保護シールを剥がし、取り付け箇所の表面上にADASディスプレイ
マウントアセンブリを慎重に配置します。しっかりと押して、完全に接着します。

3.	 ケーブルをVIA Mobile360 M800システムへと配線し、フロントパネルの青で示された
DISPポートにADASディスプレイを接続します。

図 37:	 ADASディスプレイをVIA Mobile360 M800システムに接続
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注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー 
(別売) で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

4.	 ADASディスプレイの位置は、次のように調整することができます。

	− マウントプレートの角度を回転させるには、装置上部の「ロック解除」ボタンを押しな
がら、マウントブラケットを左右に回転させます。正しく配置されたら、「ロック解除」ボ
タンを放し、「カチッ」と音がして固定されるまでマウントプレートを調整します。

	− つまみネジを反時計回りに回して緩め、マウントプレートを希望の角度に回転させま
す。正しく配置されたら、つまみネジを時計回りに回して締めます。

図 38:	 ADASディスプレイの調整



 

VIA Mobile360 M800ユーザーマニュアル

30

3.9	 J1939電源ケーブルの取り付け
J1939電源ケーブルは、電源、標準CANバスデータおよび車両のACC信号をVIA Mobile360 
M800システムに提供するために使用されます。下図に必要な接続を示します。

ACC Connector

Vehicle’s J1939 connector port

CAM1

PWR/CANANT-D

ACCコネクタ

車両のJ1939コネクタポート

図 39:	 J1939電源ケーブル接続

注意：
VIA Mobile360 M800システムに電源を接続する前に、対象車両が9～36V DCの必要なシステム電力を供給で
きることを確認してください。確認後、以下の手順に従ってください。
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対象車両の電源がオフであることを確認し、以下の手順に従い、J1939ケーブルを接続します。

1.	 対象車両のユーザーマニュアルを確認し、車両のヒューズボックスとJ1939ポートの位置
を確認します。

2.	 ヒューズボックス内のACCヒューズの位置を確認し、必要なヒューズのサイズを特定しま
す。

図 40:	 ヒューズボックスカバーの例

3.	 対象車両のヒューズボックスからACCヒューズを引き抜きます。

図 41:	 ヒューズボックスからACCヒューズを取り出す
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4.	 VIA Mobile360 M800システムの標準パッケージに含まれるブレードヒューズホルダーケ
ーブルアクセサリパックから、互換性のある黄色のブレードヒューズホルダーケーブルを
選択します。取り外したACCヒューズを互換性のあるブレードヒューズホルダーケーブル
の空きスロットに差し込みます。

標準ブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

マイクロブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

薄型ブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

ミニブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

図 42:	 ブレードヒューズホルダーケーブルへのACCヒューズの取り付け

5.	 車両のヒューズボックス内のACCヒューズスロットにブレードヒューズホルダーケーブル
を差し込みます。

図 43:	 ブレードヒューズホルダーケーブルをヒューズボックスに接続

6.	 下図に示すように、ブレードヒューズホルダーケーブルの他端をJ1939ケーブルの黄色い
ACC/IGNワイヤーに接続します。接続を保護するため、必ず樹脂製の保護カバーを接続
箇所の上にスライドさせてください。

図 44:	 ブレードヒューズホルダーケーブルをJ1939電源ケーブルに接続
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7.	 J1939ケーブルを対象車両のJ1939コネクタポートに差し込みます。

J1939コネクタ ケーブルAWG
信号名 ピン番号 ULタイプと色

B+ B 18AWG 赤
GND A 18AWG 黒
ACC-IN - 18AWG 黄

ギボシ端子
CAN_L D 22AWG 白
CAN_H C 22AWG 緑
- E、F、G、H、J 未使用

B

A

JC
HD

GFE

図 45:	 J1939ケーブルのピン配列図

表 09:	 J1939ケーブルのピン配列（ケーブルUL 20276）

図 46:	 J1939ケーブルを車両のJ1939コネクタポートに挿入

8.	 ケーブルをVIA Mobile360 M800システムへと配線し、リアパネルの赤で示された「PWR/
CAN」ポートに接続します。

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA MobNe360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。
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3.10	未使用のI/Oポートにキャップを付ける
VIA Mobile360 M800システムは、オプションのアクセサリを接続するための追加I/Oポートを備
えています。IP67規格への準拠を確約するため、未使用のポートを付属のキャップで覆うことが
推奨されます。以下の手順に従い、未使用のポートを覆います。

1.	 VIA Mobile360 M800システムのフロントI/Oパネルにある、DIO、CAN/COM、LANポート
は、標準のセットアップにおいて必須ではありません。

	− 付属のM12キャップ3個を使用して、DIO、CAN/COM、LANポートを覆います。キャップ
がしっかりと装着されていることを確認します。

2.	 VIA Mobile360 M800システムのリアI/Oパネルにある、CAM3、ANT-M（4Gメイン）および
ANT-D（4Gダイバーシティ）ポートは、標準のセットアップにおいて必須ではありません。 

	− 付属のM12キャップ1個を使用して、CAM3ポートを覆います。キャップがしっかりと装
着されていることを確認します。

	− 付属のSMAキャップ2個を使用して、ANT-MポートとANT-Dポートを覆います。キャッ
プがしっかりと装着されていることを確認します。

図 47:	 未使用のI/Oポートにキャップを付ける

3.11	システムの電源オン／オフ
VIA Mobile360 M800システムが完全に取り付けられた後、対象車両の電源を入れると、システ
ムの電源もオンになります。以下の表に、フロントI/OパネルにあるPWRシステム電源LEDインジ
ケーターの状態に基づいたシステムの状態について、説明を記載しています。

注意：
システムが完全に充電されるように、初回起動時には10分以上システムの電源を入れたままにすることが推
奨されます。
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LED 点滅頻度 説明
点滅頻度 点灯 システムの起動完了

消灯 システムの電源がオフ
毎秒4回点滅 ファームウェアのアップグレード中
毎秒1回点滅 システムの電源オン／オフ実行中

表 10:	 PWR LEDステータス

対象車両の電源を切ると、カメラは直ちにオフになり、ビデオ録画もオフになります。システムが
完全にシャットダウンされると、システム電源LEDインジケーターが消灯します。 

3.11.1	システムリセット
VIA Mobile360 M800システムには、必要に応じてシステムの電源リセットまたは完全なファク
トリーリセットが可能なリセット（RST）ボタンが含まれています。

図 48:	 RSTリセットボタン

•	 電源リセット - ファームウェアのアップデート中にVIA Mobile360 M800システムが反
応しなくなった場合、ピンまたは爪を使用して、RSTボタンを3秒間長押しします。VIA 
Mobile360 M800システムの再起動後、アップデートを再試行することができます。

•	 ファクトリーリセット - ファクトリーリセットを使用することで、必要に応じてVIA 
Mobile360 M800システムを既定のシステム設定に復元できます。ファクトリーリセット
を実行するには、RSTボタンを8秒間、または「factory reset in progress（ファクトリーリ
セット中）」の音声アラートが聞こえるまで長押しします。ファクトリーリセットが完了する
と、システムは自動的に再起動します。VIA Mobile360 M800システムのファクトリーリセ
ットは、Wi-Fiパスワードを忘れた場合のリセットにも使用することができます。

注意：
ファクトリーリセットを実行すると、ADASおよびDSSカメラのキャリブレーションデータが削除されます。VIA 
Mobile360 M800システムを使用する前に、ADASおよびDSSカメラのキャリブレーションを再度行う必要があ
ります。
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4.	 テクニカルサポートと支援
•	 テクニカルサポートおよびその他の支援については、お近くの販売代理店／ボード

販売店にお問い合わせいただくか、ウェブページ： https://www.viatech.com/en/
support/technical-support/をご覧ください。

•	 長期的な生産のために製品を開発するOEMのお客様やシステムインテグレーター向
けに、その他のコードやリソースもご利用いただける場合があります。ウェブページ： 
https://www.viatech.com/en/about/contactをご覧の上、ご要望をお聞かせくださ
い。

https://www.viatech.com/en/support/technical-support/
https://www.viatech.com/en/support/technical-support/
https://www.viatech.com/en/about/contact
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付録 A	 LOCTITE 243スレッドロッカー
によるポート接続の固定
VIA Mobile360 M800システムと周辺アクセサリとの接続は、操作中に生じる振動によって緩む
ことがあります。装置を取り付ける前に、すべてのM12およびSMAポート接続をLOCTITE 243ス
レッドロッカー (別売) で固定することが強く推奨されます。以下の手順に従い、接着剤を塗布し
ます。

1.	 LOCTITE 243スレッドロッカーボトルのキャップを緩め、ディスペンサーヘッドをネジ山に
合わせます。

2.	 ポートコネクタの周囲に接着剤を1～2滴塗布します。

図 49:	 I/OポートへのLOCTITE 243スレッドロッカーの塗布

3.	 接着剤が硬化してしまわないように、接着剤を塗布したらすぐ（5分以内）にケーブルをポ
ートに固定します。

4.	 接着剤を完全に硬化させるには3時間かかります。この間、ケーブルに強い振動を与えた
り、ねじったりしないようにしてください。
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付録 B	 オプションアクセサリ
B.1	 4G LTEワイヤレスモジュールキット
4G LTEワイヤレスモジュールキットには、4G miniPCIeモジュール（サーマルパッド付き）
、M2×4mmスクリューパック、アンテナモジュールが含まれており、クラウド対応の環境向けに
接続機能を提供します（SIMカードは別売）。

注意：
4G LTEワイヤレスモジュールキットは、無償のVIA Fleet Cloud Management Portalのデモを利用するために
必要です。また、有効なMicro SIMカードも必要となります。

図 50:	 4G LTEワイヤレスモジュールキット

注意：
4G LTEアクセサリキットには、有効な4G LTE SIMカードは含まれていません。 
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以下の手順に従い、4G LTEワイヤレスモジュールキットをVIA Mobile360 M800システムに取り
付けます。

1.	 プラスドライバーで8本のネジを外し、VIA Mobile360 M800システムの底面パネルからカ
バーを取り外します。

4G LTE miniPCIe モジュールコンパートメント

図 51:	 4G LTE miniPCIeモジュールコンパートメントの位置

2.	 コンパートメントの端にあるゴムシールカバーを取り外します。

ゴムシール

図 52:	 ゴムシールカバーの取り外し

3.	 2つのアンテナコネクタを押さえている黄色の絶縁テープを剥がします。

図 53:	 4G LTEアンテナコネクタ
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4.	 下図を参照し、2つのアンテナプラグを4G LTE miniPCIeモジュールに接続します。 

	− アンテナコネクタプラグの赤い印が付いたアンテナを4G LTE miniPCIeモジュールの
MAINポートに接続します。

	− アンテナコネクタプラグの印のないもう一方のアンテナを4G LTE miniPCIeモジュー
ルのDIVポートに接続します。

DIV

MAIN

図 54:	 4G LTE miniPCIeモジュールへのアンテナ接続

5.	 開いたコンパートメント内のminiPCIeスロットに4G LTE miniPCIeモジュールを慎重に
挿入します。

miniPCle スロット

図 55:	 4G LTE miniPCIeモジュールの挿入

6.	 M2×4mmネジ2本（4G LTEワイヤレスモジュールキットに付属）を使用して、4G LTE 
miniPCIeモジュールをしっかりと固定します。

図 56:	 4G LTE miniPCIe モジュールの固定
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7.	 サーマルパッド（4G LTEアクセサリキットに付属）両面の保護フィルムを剥がし、4G LTE 
miniPCIeモジュールのシールドの角にパッドの角を合わせながら、4G LTE miniPCIeモ
ジュールのシールド上に配置します。

図 57:	 サーマルパッドの配置

8.	 コンパートメントの端にゴムシールカバーを戻します。

図 58:	 ゴムシールカバーを戻す

9.	 下図に示すように、4G LTE miniPCIeモジュールコンパートメントの蓋をゴムシールカバ
ーの上に戻し、蓋をしっかりと固定します。

図 59:	 4G LTE miniPCIeモジュールコンパートメントの蓋を戻す

10.	対象車両内で、4G LTEアンテナモジュールを取り付けられる平らな面を備えた適切な場
所を見つけます。  

11.	取り付け箇所の表面の汚れやゴミをアルコールで拭き取ります。
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12.	3Mテープの保護シールを剥がし、4G LTEアンテナモジュールを取り付け箇所の表面に貼
り付けます。しっかりと押して、確実に接着します。 

図 60:	 4G LTEアンテナモジュールの3Mテープ保護シールを剥がす

13.	4G LTEアンテナモジュールのケーブルをVIA Mobile360 M800システムのリアパネルにあ
る、対応する色のアンテナコネクタに接続します。

図 61:	 4G LTEアンテナモジュールの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

14.	VIA Mobile360 M800システムで4G LTEワイヤレスネットワーク接続を有効にするには、
以下の手順を行います。

	− 有効な4G LTE Micro SIMカードを用意します。

	− VIA Mobile360 M800システムのフロントパネルにあるSIMスロットを見つけます。

	− SIMカードの正しい一端がスロットに向いていることを確認します。
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	− 爪やピンを使用してSIMカードをスロットにゆっくりと挿入し、完全に挿入されたこと
を示す「カチッ」という音が聞こえるまで押し込みます。

	− 最後に、システムの電源を入れます。

図 62:	 Micro SIMカードの挿入 

B.2	 シートベルトセンサー
オプションのワイヤレスシートベルトセンサーアクセサリーは、VIA Mobile360 M800 システムと
一緒に使用でき、運転席のシートベルトの留め/外れの状態を判断するために利 用できます。

シートベルトセンサーを取り付ける手順に従ってください：

1.	 アルコールを使用して、シートベルトのスロットの下にあるシートベルトバックルの対象
表面をきれいにします。

2.	 シートベルトセンサーの保護用3Mテープをはがし、センサーをシートベルトバックルの対
象表面に取り付けます。センサーの磁気ヘッドが露出し、シートベルトのスロットの上方
に突き出ていることを確認してください。
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3.	 適切な密着を確保するためにしっかりと押し付けます。

シートベルトセンサーの磁気ヘッド

図 63:	 シートベルトセンサーの取り付け

4.	 VIA Mobile360アプリを使用して、シートベルトセンサーをドライブレコーダーとペアリン
グする手順については、VIA Mobile360 M800 EVKクイックスタートガイドの付録A.1.1節
を参照してください。

B.2.1	 電池の交換
シートベルトセンサーの電池寿命は使用状況に依存します。週の平均稼働時間に基づいて推定
される電池寿命を確認するために、以下の表を参照してください。

週平均使用時間 電池寿命 (月)
40 39
80 20

120 13

表 11:	 週の平均稼働時間に基づく電池寿命

シートベルトセンサーの電池寿命は、VIA Mobile360モバイルアプリで確認できます。電池寿
命の確認方法については、VIA Mobile360 D700 EVKクイックスタートガイドの付録セクション
A.1.3を参照してください。電池寿命が低いまたは非常に低いと表示された場合、交換の時期で
す。
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電池を交換するために以下の手順に従ってください：

1.	 キー溝の取り外しツールを使用して、シートベルトセンサーケーシングを優しく開けます。

注意：
蓋を損傷することなく開けるには、キー溝除去工具の使用をお勧めします。マイナスドライバーを使用すると、
蓋を損傷する恐れがあります。

図 64:	 シートベルトセンサーケーシングを開ける

2.	 CR2032Hボタン電池を、"+"側を上に向けて交換します。

図 65:	 電池を交換する

3.	 シートベルトセンサーケーシングを閉じ、ケーシングの両側がしっかりと結合し、カチッと
音がすることを確認します。

4.	 VIA Mobile360アプリでシートベルトセンサーの電池寿命を確認します。電池寿命がまだ
低いまたは非常に低いと表示される場合は、シートベルトを締めたり外したりして、シー
トベルトセンサーのブロードキャスト信号をトリガーします。VIA Mobile360 アプリは更
新された電池寿命を表示します。
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B.3	 OBD II電源ケーブル
オプションのOBD II電源ケーブルは、OBD IIポートを搭載した車両で標準J1939電源ケーブル
の代わりに使用し、電源、標準CANバスデータ、車両のACC信号を提供することができます。下図
に必要な接続を示します。

ACC Connector

Vehicle’s OBD II connector port車両のOBD IIコネクタポート

ACCコネクタ

図 66:	 OBD II電源ケーブルの接続の概要

注意：
VIA Mobile360 M800システムに電源を接続する前に、対象車両が9～36V DCの必要なシステム電力を供給で
きることを確認してください。確認後、以下の手順に従ってください。

対象車両の電源がオフであることを確認し、以下の手順に従い、OBD II電源ケーブルを接続し
ます。

1.	 対象車両のユーザーマニュアルを確認し、車両のヒューズボックスとOBD II接続ポートの
位置を確認します。

2.	 ヒューズボックス内のACCヒューズの位置を確認し、必要なヒューズのサイズを特定しま
す。

図 67:	 ヒューズボックスカバーの例
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3.	 対象車両のヒューズボックスからACCヒューズを引き抜きます。

図 68:	 車両のヒューズボックスからACCヒューズを取り出す

4.	 VIA Mobile360 M800システムの標準パッケージに含まれる、互換性のある黄色のブレー
ドヒューズホルダーケーブルを選択します。取り外したACCヒューズを互換性のあるブレ
ードヒューズホルダーケーブルの空きスロットに差し込みます。

標準ブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

マイクロブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

薄型ブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

ミニブレードヒューズホルダー（ヒューズ付き）

図 69:	 車両のACCヒューズを互換性のあるブレードヒューズホルダーケーブルに差し込む

5.	 下図に示すように、ブレードヒューズホルダーケーブルの露出された一端をOBD II電源ケ
ーブルの黄色いACC/IGNワイヤーに接続します。接続を保護するため、必ず樹脂製の保
護カバーを接続箇所の上にスライドさせてください。

Blade Fuse Holder Cable

Vehicle’s
Fuse Box

OBD II Power Cable

図 70:	 ブレードヒューズホルダーケーブルをOBD II電源ケーブルに接続 



 

VIA Mobile360 M800ユーザーマニュアル

48

6.	  ヒューズボックス内のACCヒューズスロットにブレードヒューズホルダーを挿入します。

図 71:	 ブレードヒューズホルダーケーブルを車両のヒューズボックスに接続

7.	 OBD IIケーブルを対象車両のOBD IIポートに差し込みます。

OBD IIコネクタ ケーブルAWG
信号名 ピン番号 ULタイプと色

B+ 16 18AWG 赤
GND 5 18AWG 黒
ACC-IN - 18AWG 黄

ギボシ端子
CAN_L 14 26AWG 白
CAN_H 6 26AWG 緑
- 1、2、3、4、7、8、9、10

、11、12、13、15
未使用

1 8

169

図 72:	 OBD IIケーブルのピン配列図

表 12:	 OBD IIケーブルのピン配列

図 73:	 OBD II電源ケーブルをOBD IIコネクタに挿入
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8.	 ケーブルをVIA Mobile360 M800システムへと配線し、VIA Mobile360 M800システムの
リアパネル上の赤で示された「PWR/CAN」ポートに接続します。

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

B.4	 イーサネットケーブル
オプションのイーサネットケーブルは、VIA Mobile360 M800システムに標準のRJ-45 LANイン
ターフェースを提供するために使用できます。

図 74:	 イーサネットケーブル

イーサネットケーブルのイーサネットポートのメスアダプタは、8ポジション8コンタクト（8P8C）
レセプタクルコネクタ（通称：RJ-45）を使用します。10/100Mbpsイーサネットポートのピン配列
は次のとおりです。

ピン 信号
1 TD+
2 TD-
3 RD+
4 REGOUT
5 REGOUT
6 RD-
7 GND
8 GND

18

図 75:	 10/100Mbpsイーサネットポート図

表 13:	 10/100Mbpsイーサネットポートのピン配列 
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イーサネットケーブルは、下図に示すように、VIA Mobile360 M800システムのフロントパネルに
ある黄色で示されたLANポートに接続します。 

図 76:	 イーサネットケーブルの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

B.5	 CANバス/RS-232ケーブル
オプションのCANバス/RS-232ケーブルは、VIA Mobile360 M800システムにカスタムアクセサ
リを追加するために使用できます。

図 77:	 CANバスおよびRS-232ケーブル
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ケーブルには、RS-232接続（TX/RX）用のDB9ヘッドと、CAN High、CAN Low、シールド接
地、12V DC出力、接地用の露出されたワイヤーが含まれています。

ピン 信号 
2 RS-232 RX

3 RS-232 TX
5 GND

1、4および6～9 未使用

 

図 78:	 DB9コネクタのピン配列図

表 14:	 DB9コネクタのピン配列

信号 信号の方向 VIH/VOH VIL/VOL
CAN-H 入力／出力 メインの出力状態 メインの出力状態

VCAN_H 2.75～4.5V VCAN_H 2.0～3.0V
VCAN_L 0.5～2.25V VCAN_L 2.0～3.0V

Vdiff 1.5～3.0V@ 
115mA最大

Vdiff -0.5～0.05V@ 
5mA最大

CAN-L 入力／出力 メインの入力状態 メインの入力状態
VCAN_H -12～12 V VCAN_H -12～12 V
VCAN_L -12～12 V VCAN_L -12～12 V

Vdiff 0.9～5.0V Vdiff -1.0～0.5V
DC12V OUT 出力 12V±5% @100mA最大 0V

GROUND 出力 0V 0V
Shield GND 出力 0V 0V

表 15:	 CANバス／RS-232ケーブルの露出されたワイヤーの仕様
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CANバス／RS-232ケーブルは、下図に示すように、VIA Mobile360 M800システムのフロントパ
ネル上にある緑色で示されたCAN/COMポートに接続します。 

図 79:	 CANバス／RS-232ケーブルの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

B.6	 開発キット
オプションの開発キットを使用して、開発を目的としたシステムデバッグコンソールへのアクセ
スや、システムのGPIOインターフェイスへの接続を提供することができます。開発キットには、デ
バッグボード、M12 12ピンコネクター－デバッグボードケーブル、および電源/CAN テスト用の
M12 5ピンコネクターが含まれています。

図 80:	 開発キット
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以下の手順に従い、開発キットを取り付けます。

1.	 DIOケーブルの4ピンUARTインターフェースをデバッグボードの4ピンUARTピンヘッダー
に接続します。 

ピン 信号 
1 VCC
2 OUT

3 IN
4 GND

14 23

図 81:	 デバッグボードの
UARTピンヘッダー

図

1
2

3

4

図 82:	 DIOケーブルUART
コネクタのピン配列

表 16:	 デバッグボードのUARTピン配列

2.	 DIOケーブルは、VIA Mobile360 M800システムのフロントパネルにあるオレンジ色で示
されたDIOポートに接続します。

フロントパネル

4ピンUART接続

PCへUSB接続

図 83:	 DIOからデバッグボードおよびシステムへの接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。
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3.	 開発ボードをmicro USBケーブル (別売) でパソコンに接続します。

4.	 PWR/CAN RDテストケーブルをVIA Mobile360 M800システムのリアパネルにある赤色
で示されたPWR/CANポートに接続し、屋内電源に接続します。

リアパネル

電源

図 84:	 デバッグボードからシステムへの電源接続

注意：
ケーブルを接続する前に、VIA Mobile360 M800システムのI/Oポート接続をLOCTITE 243スレッドロッカー

（別売）で固定することが強く推奨されます。手順については、付録Aを参照してください。

5.	 システムに電力を供給するには、9～36V 3Aを出力する電源アダプタ (別売) が必要です。
電源をPWR/CAN RDテストケーブルのメス電源端子に接続します。電源の他端をコンセ
ントに差し込みます。

•	 電源アダプタのオス端子は、以下の仕様に適合している必要があります。 

	− 長さ：12mm ± 0.5mm

	− 内径：2.1mm

	− 外径：5.5mm
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6.	 PWR/CAN RDテストケーブルに接続されたスイッチをオンにして、VIA Mobile360 
M800システムの電源を入れます。 これにより、車両からのACC信号をシミュレートしま
す。PWR/CAN RDテストケーブルには、CANバス信号を受信するために使用できるCAN 
High（CAN-H）および CAN Low（CAN-L）ワイヤーが含まれています。

信号 信号の方向 VIH/VOH VIL/VOL
CAN-H 入力／出力 メインの出力状態 メインの出力状態

VCAN_H 2.75～4.5V VCAN_H 2.0～3.0V
VCAN_L 0.5～2.25V VCAN_L 2.0～3.0V

Vdiff 1.5～3.0V@ 
115mA最大

Vdiff -0.5～0.05V@ 
5mA最大

CAN-L 入力／出力 メインの入力状態 メインの入力状態
VCAN_H -12～12 V VCAN_H -12～12 V
VCAN_L -12～12 V VCAN_L -12～12 V

Vdiff 0.9～5.0V Vdiff -1.0～0.5V

表 17:	 PWR/CAN RDテストケーブルCAN-H/CAN-Lの仕様

デバッグボードにはまた、GPIO、DC12V電源出力、接地接続用の露出されたワイヤーも含まれ
ます。

信号 ピンの方向 VIH/VOH VIL/VOL
GPI1 入力 7～33V @1mA最大 0～2V @0.1mA最大
GPI2 入力 7～33V @1mA最大 0～2V @0.1mA最大
GPI3 入力 7～33V @1mA最大 0～2V @0.1mA最大
GPI5 入力 7～33V @1mA最大 0～2V @0.1mA最大
GPI6 入力 7～33V @1mA最大 0～2V @0.1mA最大

GPO1 出力 Vout = Vin - 0.9V ; 
Iout = Vout / 1kΩ 
（最大30mA）

0V @0mA

GPO2 出力 Vout = Vin - 0.9V ;            
Iout = Vout / 1kΩ 
（最大30mA）

0V @0mA

DC12V出力 出力 12V±5% @100mA最大 0V
GND 出力 0V 0V

表 18:	 DIOケーブルの露出されたワイヤーの仕様
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